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楽しい一時でした．
平成１７年第４回例会は、昨年１２月２日（金）、割烹古め喜（午後６時３０分～９時３０分）にて、忘年会を兼ね開催されました．今回は、「私のスポーツ心理学」というテーマで、直井愛里（近畿大学健康スポーツ教育センター）、土屋裕睦（大阪体育大学）、荒井弘和（大阪工業大学）、大場渉（大阪教育大学）の各先生に語っていただきました．
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短い時間ながら、それぞれの語りの中に、それぞれの人生があること、そしてスポーツ心理学への真摯な関わりと夢ある志を実感することができました．参加された皆様からは、それぞれの先生方が語るにはあまりにも時間が少ないとご批判をいただき、反省しております．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

忘年会は、ただただ楽しい語りの時を過ごしました．料理が会席であったために、その上品さに巻き込まれながらも、よく食べ、よく飲み、よくしゃべりました．そして笑顔だけが残りました．仕事の関係で、早退された東山明子先生（関西福祉大学）邊　祥秀（大阪体育大学院）の二人の方が写っていないのが残念です．　　　　　　世話人　津田忠雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	 目　次 ▼
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【1】 平成１７年度第４回　例会発表抄録　　　

私のスポーツ心理学を語る
=====================================================================================
直井愛里　
=====================================================================================

　今回の忘年会では、私が何故スポーツ心理学に関心を持ち、米国でどのように勉強をしてきたか紹介させていただきました．最初に留学したオレゴン大学では、先の見えない長いトンネルに入り、不安が多い日々を過ごしていました．オレゴン大学では、生理学、解剖学、スポーツ医学など、難しい実験が多いクラスを受講しており、自分が本当に勉強をしたいスポーツ心理学から離れていたため、少し焦りを感じていました．このような時に、オレゴン大学でお世話になった生理学の先生の言葉に励まされました．この先生は、土台が広ければ広いほど、自分を高いレベルまで引き上げることができることを、ピラミッド型で説明してくださいました．テニスで例えると、トレーニングをしっかりしておけば、持久力やパワーがつき、怪我も少なく、安定した力が発揮できることであり、この時期に勉強したスポーツ科学の基礎は、私のスポーツ心理学の土台となっています．このように、勉強面では大変な日々を送りましたが、日常生活はとても充実しており、週末にはパーティーに参加したり、キャンプに行ったり、またバンドを組んで演奏会をしながら気分転換をしていました．
　米国で教育博士号を取得した2003年には、国際応用スポーツ心理学（AAASP)認定コンサルタントとなりました．この認定証を頂いてから、スーパーヴァイザーとしてスポーツ心理学に関わるようになり、自分が発する言葉に重みを感じています．荒木先生が忘年会で述べてくださったように、人間を相手にする私たちは、スポーツ選手に話す言葉に十分気をつけなくてはいけないことを改めて実感しています．私は、ウェストバージニア大学に在籍中、スポーツ選手のメンタル面をサポートする以外に、病院の精神科でカウンセリングのインターンシップを行いました．この時期に、心理学者の先生方から 『理論を用いなさい．そうしないと患者さんを助けることはできませんよ．自分自身も苦しくなりますよ』と言われました．その後、自分が納得して使える理論をいくつか用い、徹底的に練習を行いました．この時期には、自分の経験だけでなく、科学的根拠や理論に基づくことの大切さを学ぶことができました．今後も、基礎を忘れずに、幅広い教育を受け、自己を成長させていきたいと思います．
　最後に、今回『私のスポーツ心理学』について話す機会を与えて下さった津田先生に改めて感謝を申し上げます．また、忘年会で貴重なお話をしてくださった先生方、そして学生の方々、ありがとうございました．米国でスポーツ心理学を学んできた私にとって、このような場で皆さんと交流を持つことができ、大変嬉しく思っています．また、関西の方の暖かさも感じております．これからも宜しくお願い致します．
直井愛里（なおいあいり）　近畿大学健康スポーツ教育センター　講師　
米国ウェストバージニア大学にて教育学博士（スポーツ心理学）を取得．専門はスポーツ心理学（受傷選手の心理），運動心理学（運動とメンタルヘルス）．国際応用スポーツ心理学会（AAASP)認定コンサルタント．‘92年全日本大学対抗テニス王座決定試合（団体戦）優勝，’93年国体3位の経歴を持つ．
=====================================================================================

　　　　　　荒井弘和
=====================================================================================

私は主に6つの領域で研究を行っている．以下にその背景と概要を紹介する．

1. ヘルス・プロモーション

横断的調査研究を行い，その結果に基づいて介入プログラムを実践している．身体活動・運動習慣，運動行動に対するセルフ・エフィカシー，メンタルヘルス，主観的な睡眠の質などが，主な成果指標である．早稲田大学大学院（竹中研究室）時代から実践と研究を行い，現在は大阪工業大学において，体育授業の枠組みにおいて組織的に実践研究を行っている．

2. アダプテッド・フィジカル・アクティビティ

大阪工業大学では，心身に障害・傷害のある学生を対象とした体育授業であるアダプテッド・コースが設置されており，その枠組みで実践研究を行っている．2005年の日本体育学会総会において，アダプテッドスポーツが日本体育学会の分科会として承認されたことは，本研究の意義を裏づけていると考えられる．

3. メンタル・トレーニング

日本スポーツ心理学会の杉原隆会長は「実践と研究の一体化を！ (杉原, 2005: SMT指導士ニュースレター 3: 1)」という表題の文章によって，メンタルトレーニング領域において実践の成果を研究論文として蓄積することの重要性を強調している．また，メンタルトレーニングにおいて，いわゆる「仮説検証的発想の限界 (土屋, 2001: 体育の科学51: 862-867)」のみに執着することは，メンタルトレーニングの方略が創意工夫されることを制限してしまう．私たちの研究グループは，多様なレベルの競技者を対象として，現場で用いられている「実践の知 (土屋, 2000: 櫂 5: 60-66)」を収集する作業を行っている．

4. 身体活動・運動とメンタルヘルス

私の博士論文のテーマであり，1998年から現在まで継続して研究を行っている．なお，大阪体育大学の土屋裕睦先生と共同で，「運動・スポーツ分野における心理学的ストレス研究の動向と課題 (岡・土屋・荒井 2001: ストレス科学 16: 157-167)」というレビュー論文も執筆している．

5. 障害のある方の家族介護者の支援

日本スポーツ心理学会の調枝孝治前副会長は「スポーツ心理学の社会的貢献 (調枝, 2004: 最新スポーツ心理学―その軌跡と展望. pp.25-29)」という表題の文章によって，スポーツ心理学が社会的に役立つことへの期待を記している．さらに，徳永幹雄前会長は「スポーツ心理学の研究とは (徳永, 2004: 最新スポーツ心理学―その軌跡と展望. pp.9-16)」を著しており，その中で「福祉社会に貢献するスポーツ心理学に関する研究」が求められていると示唆している．以上の記述から，スポーツ心理学者が福祉的視点を携えて研究と実践を行うことが求められていることが理解できる．私たちの研究グループは，スペシャルオリンピックス日本と連携を取り，知的障害のある方に対するスポーツプログラム提供を行うと同時に，彼らを介護している家族に対しても，ヘルス・プロモーションの視点から，支援を行っている．

6. がん患者の受療行動

国立病院機構近畿中央胸部疾患センターや大阪大学などの先生方と研究グループを構築し，医療政策に鑑みた受療行動に関する研究を行っている．

最後に

現在，スポーツ心理学領域では，多くの優秀な大学院生が精力的に研究を発表しており，非常に活性している．これは，大変喜ばしいことである．ただ，彼らの将来を想像した時に，差し出口だとわかっていても，私は不安の念を抱いてしまう．はたして，これだけ多くの院生研究者が存在する現状で，彼らは職を得ることができるのであろうか？　またそのような状況で，私たち有職者は何ができるのであろうか？　確かなことは，優秀な大学院生のために，私たちが道を切り開いていかなければならないということである．これは，有職者全員が担うべき責務である．私は，他分野でも積極的に活動し成果を上げて，スポーツ心理学を志す優秀な研究者が注目されることを念頭に置いて，日々実践と研究を行っている．

追記

メンタルトレーニングなどの実践を研究として示したいとお考えの方，その方法論をお知りになりたいとお考えの方がいらっしゃいましたら，お役に立てるかわかりませんが，いつでも最大限ご協力しますのでご連絡ください．
荒井弘和（あらいひろかず）：大阪大学大学院人間科学研究科（特任研究員）／
大阪工業大学知的財産学部健康体育研究室（嘱託講師）　博士（人間科学）
日本大学文理学部心理学科卒業、早稲田大学大学院人間科学研究科健康科学専攻修士課程および同大学院博士後期課程修了．
平成15年度日本スポーツ心理学会「学会賞奨励賞」受賞．大阪市教職員組合の教職員学習会講師、メディカル・フィットネス協会認定「介護予防運動トレーナー」養成講習会講師を担当．

SAQ協会認定インストラクター、日本体育協会公認スポーツプログラマー、日本心理学会認定心理士、スポーツメンタルトレーニング指導士補、専門健康心理士（健康心理カウンセラー）、日本障害者スポーツ協会公認初級スポーツ指導員、スペシャルオリンピックス日本卓球認定コーチ．
大阪大学大学院のURL　 http://rinro5.hus.osaka-u.ac.jp/mt/archives/cat2/index.html
大阪工業大学のURL　http://www.oit.ac.jp/ip/~ken-tai/

=====================================================================================

土屋裕睦
=====================================================================================

スポーツ心理学は、「スポーツ」＋「心理学」．前者の「スポーツ」が研究の対象（フィールド）と考えれば後者の「心理学」は研究の方法を表している．したがって、スポーツ現象を心理学的に考察するのが、スポーツ心理学となろうか．ところが研究対象としている「スポーツ」が主として身体表現を中心としたフィールドだけに、それを心理学的に考察することはなかなか容易ではない．あれこれ調査研究もするが、まずは選手の話を聴かせてもらうことが中心となっている．例会では、18歳のアスリートの話から、ジュニア・ユース時代の競技経験とこころの成長について考えてみた．本年度の日本体育学会合同シンポジウムから引き続き、気になっているテーマである．
Ａ選手とは、大学入学直後に会った。髪を短く刈っていて、まだまだ高校生のような容姿と多少の地方訛りが合わさって、真直ぐな好青年といった印象を持った。彼はこの初回面接で、「体力トレーニング中心の練習ばかりで気持ちが焦る」と訴えていた。彼は卒業までにJリーグへ行けるだけの実績を残したいという思いとチームについていけるかどうかの不安で焦っていた。約２ヵ月後、彼は意気消沈していた。面接の中で「全然レベルが違うと感じる。先輩達の要求するプレーが全くできない」と訴えた。利き足の足首に捻挫をかかえていたが、故障者としてチームを離れるとこのまま見捨てられてしまうのではないかとの不安から、それを隠して練習に参加し続けていた。練習中にキャプテンから「やめてしまえ」と罵倒されたことを語り、「自分の役割というか、プレースタイルが定まらない」と強く訴えていた。しかしコーチやチームメイトにそれを相談することはなく、問題解決型の対処行動が見出せないように感じられた。そして、さらに２か月後の８月には、推薦入学者のうち、自分だけが新人戦に出場できなかったことを語り、「自分なりに努力したが、身体がついていかない」「精神的にまいっている」と訴えた。しばらく涙を流した後、「このままサッカーを続けていても・・・」と、思いつめた様子で語った。

B選手は、女子選手である．小学校入学以前からある種目のクラブに通い、コーチと二人三脚で競技に打ち込んだ．とりわけ生まれつき長い手足は、採点競技に有利であった。ジュニアオリンピック等でも上位の成績を収め、オリンピックでの活躍も夢ではなくなった．そんな彼女が、母親に連れられてスポーツカウンセリングルームに来談した．大学入学が決まった直後から、信頼していたはずのコーチが、男女の関係を求めるようになったという．どうして良いかわからない彼女は体調不良を訴え、練習に行かなくなった．初回面接、いかにコーチが理不尽かについて母親が話し続けた50分の間、彼女はずっと下を向いたままであった．母親には関連機関を通じてセクハラに対する現実的な対応を任せ、彼女と筆者は継続的に面接をすることになった．しかし次の回、こちらの２，３の問いかけに短く答えただけで、彼女はほとんど話さなかった．その次の回の面接も同じであった．面接時間もおよそ終わりに近づいた頃、顔を高潮させ目に涙を貯めて、「何を話したらいいのか分からないんです…」とつぶやいた．「そう…、何を話したらいいのか…、と思っていたんだね」と答えると頷いて、その後ぽつりぽつり、これまでの競技のこと、とりわけコーチがいかに自分を大事にしてくれたか、について話はじめた．

彼ら以外にも、スポーツカウンセリングルームにはたくさんの新入部員が来談する．「チームについていけない」「コーチがむちゃくちゃ」「部則が厳しすぎる」…．とりわけ、A選手、B選手の事例でも分かるように、来談のきっかけとして「重要な他者」について語られることは少なくない．そして八方塞の状況がカウンセラーとの間でいやと言うほど確認されると、その状況を大きく変える他者が現われたりもする．彼らとの間で継続された面接の流れをぼんやり眺めると、問題解決に至る道筋が、そんな風な見て取れることがある．

プロ選手になりたい．オリンピックで活躍したい…．これら思春期のファンタジーを実現する、非日常の世界が競技には存在する．ついていけないような練習、むちゃくちゃなコーチ、厳しすぎる部則（上下関係）などは、ファンタジーを現実に変える、つまり変容の場として機能するための、とても分かりやすい条件でもある．そのように見れば、選手の語る身体の話や他者の話も、「こころの話」として受けとめられそうな気がする．

スポーツカウンセリングルームという、これもまた非日常の空間に身を置き、選手が語る「スポーツ」の話を聴きながら、これまでとはちょっと違う「心理学」の見方や考え方が体験できれば…．そんなスポーツ心理学を目指したいと思っている．

土屋　裕睦（ツチヤ　ヒロノブ）大阪体育大学　助教授（スポーツカウンセリング）
1964年岐阜県生まれ。筑波大学大学院体育研究科コーチ学修了、その後中国復旦大学へ。帰国後筑波大学文部技官、助手を経て97年より大阪体育大学へ。専門はスポーツ心理学、カウンセリング心理学。燃え尽き予防プログラムの開発で河本体育科学系賞、チームビルディングの実践研究で日本スポーツ心理学会賞（松田岩男賞）、ソーシャルサポートの縦断調査で日本体育学会奨励賞を受賞。大阪体育大学学生相談室・スポーツカウンセリングルームカウンセラー．日本スポーツ心理学会「スポーツメンタルトレーニング指導士」資格認定委員会副委員長．
=====================================================================================

大場　渉
=====================================================================================

2回連続2度目の参加と，前回から参加させていただいた私にあのような場で私見を述べさせていただける機会を与えていただきました，世話人である津田忠雄先生にまずはお礼申し上げます．

　
まず私について紹介させていただくと，生まれは実は神戸なのですが，育ちは広島で，中学3年間，大学U&M&Dの9年間を広島大学でお世話になりました．都会でもなく，田舎でもない，ちょうど中途半端な広島という地は，中途半端な私にとってとてもマッチした環境でした．また，バスケットボールという競技に中学時代にたまたま出会った競技のおかげで，公私ともども様々なすばらしい出会いを生んでくれました．私の座右の銘とでも申しましょうか，「一期一会」とは本当にうまくいったものだと思います．

さて，タイトルに戻りますが，私とスポーツとの出会いは両親からの影響が大きく関係しております．さらに，中学・高校・大学・社会人と各世代である程度の実績を残せたのはそれぞれで出会った指導者や仲間の影響が関係しております．ここまでからも分かるように，私は主体として一人で生きてきたのではなく，周囲との関係の中で生き，育てられてきたと思っています．そのような私が「心理学」の道に進んでいくのは，何ら不思議なものではありませんでした．

　
加えて，ここで特筆すべきことは，「私は特に運がいい」ということです．学生時代にいつもお世話になっていた居酒屋のおかみさんの占いでも，「30歳までのあなたは非常に強運の持ち主である」と言われました．現実に，広島大学の学部生時代から，坂手照憲先生（現：広島文教女子大学），調枝孝治先生（現：大阪体育大学）というお二方に懇切丁寧にご指導いただいた結果，今の私がいるのです．特にお世話になったのは坂手照憲先生でしたが，先生は決して「ああしろ」「こうしろ」とは言わず，私が「こんなことをしたい」とあれこれ突然言ったにも関わらず，1週間後には先生の方が色々と調べられており，常に私を先へ先へと導いていただきました．また，調枝孝治先生には，あのいつもの口調で，バスケしかしていなかった私に，大学院に進学する際，「君は全くの真っ白なんだから，これから真剣に勉強すればいい．自分が自信を持ってやってきたことと研究を結びつけなさい」とご指導いただきました．このような，お二方のご指導から，私は「理論」と「実践」のそれぞれの大切さを学び，それぞれを孤立させるのではなく，それぞれを結びつけていくことを目指したいと考えるようになりました．これは，私がこれまでにやってきた中で学んだことなのですが，研究とは「シンプルなほうがいい」ということです．難しいことを難しく人に説明したりすることは簡単なのですが，難しいことを簡単に説明するのは非常に難しいことです．自分の言葉として誰かに伝えるならば，それはできるだけシンプルに，かつ的を外さない研究を目指すべきだと思います．

　
関西体育心理例会に参加されている諸先生方に比べ，私は知識も経験も，才能もないヒヨッコですが，上述しましたように，この「一期一会」の機会で様々なものを盗んでいきたいと思っています．荒井先生もおっしゃっておりましたが，諸先生方，同世代の同僚，若手の院生とお互いに切磋琢磨して，よりよいものを作っていけたらと思います．最後に，まとまりのない文章で申し訳ございません．つくづく文才がないことを痛感しております．

大場　渉（おおば　わたる）大阪教育大学教育学部　教育学部　教員養成課程　保健体育教育講座　講師　博士（教育学）

広島大学大学院教育学研究科博士課程、岩国短期大学幼児教育科　広島大学総合科学部（講師）　
研究のテーマは，ボールゲーム中に起こる「流れ」について，タイミングや引き込み現象といった観点から実証的に検討している．一方、メンタルトレーニングはチームスポーツを中心に実践的に展開している．
スポーツ心理学会から、松田岩男賞、奨励賞、日本スポーツ方法学会から奨励賞を受賞

スポーツメンタルトレーニング指導士補、日本バスケットボール協会公認コーチ、日本体育協会公認　地域C級スポーツ指導員（バスケットボール）、MCAスクーバダイビングライセンス（Cカード）、幼少年体育振興協会公認　幼児体育指導者2級
【2】             私の研究
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

プロゴルファーの心理的成熟に関する事例研究

　－競技経験の語りと風景構成法－
　石原　端子　(大阪体育大学大学院)
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

現在、このテーマで修論を纏めている真っ最中である．インタビュー調査での逐語データを基に、競技経験の語り（生育史・身体性・他者関係）と風景構成法をキーワードとして、選手のこころの成熟過程を検討していこうとしている．
この研究テーマには、研究者としての私自身の興味がもちろん関わっている．私のトーナメントプロゴルファーとしての競技経験は、スコア追求を目指す中で、プレーを通して表れるこころと他者関係を通して表れるこころに向き合っていく作業であった．フィジカルトレーニングでは、何を食べ、どんなトレーニングをすれば私の身体は変わるのかを考える．スキルトレーニングでは、その身体を使って、どのように動けば、イメージしたボールが打てるのかを考える．そして、トーナメント会場では、どのようなこころの状態でいれば、その身体がスコアメイクをすることできるのかを考える．いつも“今の身体”を感じ、身体の語りに耳を傾けることで学んでいった．一方、その時々で関わる重要な他者の存在は、競技を続けていく障害であり支えであった．これらの経験を通して、私のこころは間違いなく揺さぶられ変化し成熟してきた、と感じている．多くのゴルファーはどうだろうか？

この研究は、スポーツ競技経験とこころの成熟のメカニズムの解明を見据えた最初の一歩である（ホント？）けれど、また別の視点からは、ゴルフ教材を利用したこころの教育のための具体的な基礎資料を提出できると考えている．
石原端子（大阪体育大学大学院）
大学卒業までは、陸上競技10年（投擲種目：中・高・大学　各全国大会出場、上位入賞）

大学卒業後ゴルフを始めプロゴルファーとなる．アジアサーキット、アメリカミニツアー（Futures　tour）参戦を経てプロテスト合格、優勝2回．残念ながら、一流になりそこなった三流プロ．現在、「こころの成長を見据えた選手の支援」について模索中．指導教員　土屋裕睦先生のように、選手の可能性を信じ見守っていける実践者であり研究者でありたいと考えています．
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
投手の心理的スキル尺度作成とメンタルトレーニング
　　　相馬幸樹 （大阪体育大学大学院）
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
2005年の4月から，今までの私には想像もできない世界に飛び込むことになりました．恥ずかしい話ですが，中学生の時から，教科書や鉛筆の代わりに，グローブと弁当を持って登校していました．当時の私は勉強には全く興味がなく，学校は野球の練習をする場所だと思っていたのです．しかし，勉強が苦手な私でも，進学や就職ができたのです．それは，他の人が勉強に費やす時間を，野球の練習に費やすことができたからだと思います．
　そのような野球経験から，私の野球の技術レベル（以下：野球レベルとする）および、所属チームの野球レベルが向上するにつれて，心理的スキルが高い選手が多くチームにいるということを実感しました．そして，所属チームの野球レベルが向上するにつれて技術レベルの差異は，より感覚的なものに近くなり，プレイヤーとしてのオリジナリティーがないと勝ち残れないということも感じました．そのように，私的見解ですが，心理的スキルの向上をすることは，アスリートとしてステップアップしていく為に必要不可欠だと考えています．ただ，生活環境や競技目的は人によって異なりますが，野球レベルが高い選手，またそうでない選手の心理的な共通点はあると思いますし，ステップアップを目指している選手に対して，的確なサポートが出来ると考えます．
研究を進めていくと，不思議な経験をすることが多々あります．それは，自分がかつて経験したことが学術的に埋め合わされていくことです．簡単に言うと，選手としての私は，実力を発揮する為の適度な緊張感をつくる方法を本能的に身につけていました．それは，スポーツ心理学の専門家に言わせると，逆U字曲線のことで，その適度な緊張感をつくる為に，リラクセーションやサイキングアップをしましょう，ということになります．そこで，私が研究する上で注目していることは，スポーツ心理学の専門家でも解明できない心理的スキルを，アスリートは既に兼ね備えている可能性が高いということです．従って，その心理的スキルを専門的に研究し，解明していくことで，スポーツ心理学はアスリートの多様な局面に役立つと期待されます．
また，アスリートの共通の目的として，試合での実力発揮があります．勝負の世界においては，結果を出せるということがそのアスリートの競技能力として評価されます．しかし，全てのアスリートが試合での実力発揮のために，心理的スキルの向上が重要かという点には疑問が残ります．アスリートの年代やレベルによって，それ以外のスキルの向上を優先させなければいけないこともあるのではないでしょうか．そういった意味では，アスリートの心理的スキルを診断するアセスメントの精度が向上すると，その競技力を形成する，技術面や体力面へのアプローチも可能になるのではないかとおもいます．
以上のようなことから，私の研究では，投手の心理的スキル尺度を作成し，投手特有の複雑な心理的スキルを診断できるアセスメントツールを目指しています．その先の目標として，メンタルトレーニングの手順のように，研究もステップアップしていき，最終的には“投手のメンタルトレーニング法”が確立できたら，私の研究の目的が達成できると考えています．
最後に，このようなチャンスを与えて下さった，近畿大学の津田先生に感謝します．
相馬　幸樹（そうま　こうき）大阪体育大学大学院スポーツ科学専攻
船橋市立高等学校、大阪体育大学、シダックスで、投手として活躍．その後、中央保健センターに勤務．夏の甲子園、秋の国体では、ベスト８．大学では、最優秀賞１回、ベストナイン２回．リーグ無失点新記録（６４と２／３インニング）達成する．シダックスでは、ベイブルース杯優勝、都市対抗野球大会準優勝に貢献する．投手のためのメンタルﾄﾚｰﾆﾝｸﾞプログラムの開発を研究課題とし、現在、投手の心理的競技能力に関する質問紙の作成（Soma’s  Pitchers　Skill SPS-1）している．
!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!
中学生の運動部活動におけるライフスキル
井伊　明日香   (大阪体育大学大学院)

!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!1私の研究テーマは，「中学生の運動部活動におけるライフスキル」についてです．

　ライフスキルは，「日常で生じるさまざまな問題や要求に対して，建設的かつ効果的に対処するために必要な能力である」（WHO，1997）と定義されており，「効果的コミュニケーション」や「問題解決」や「感情への対処」などの数種のスキルが含まれています．

上野・中込（1998）では，高校生を対象としたライフスキルの研究を行っています．その中で，「部活動参加者は一般生徒よりもスキルを獲得している程度が高い」という研究成果を示しており，部活動の経験がライフスキル獲得につながると考えられます．さらに，「運動部活動の指導においては，スポーツ経験と社会との連関を生徒に気づかせ，その活動に彼らの人生における意義づけを自ら見出せるように働きかけていく必要があろう」としています．

そこで，本研究では対象を中学生とし，部活動実施中の指導者のどのような働きかけがライフスキル促進に役立つのかというということを探索することを目的とし研究を進めていくことにしました．

まず，中学生が獲得可能なスキルを探るため，質問紙調査を実施しました．質問項目は，先行研究から引用したものや，中学校の教諭や指導主事の先生方に協力していただき，39項目を選定しました．

さらに，「指導の仕方」に着目し，部活の指導の際に，構成的グループ・エンカウンター特有の展開方法である「インストラクション→エクササイズ→シェアリング」を用い，指導をしようと考えています．

以上の過程より，運動部活動の「何」が中学生のライフスキル獲得に影響をおよぼしているのかを探索したいと考えています．
井伊明日香（いい　あすか）大阪体育大学大学院スポーツ健康科学専修
大阪体育大学体育学部生涯スポーツ学科　現在，大学院で研究を進めるかたわら，泉佐野市内の中学校のバスケットボール部の外部コーチ．将来の夢である「中学校の教員」を目指し，勉強中です！！大学院の研究と外部コーチの経験が生かせるよう頑張りたいと思っています．
【３】随筆
─────────────────────────────────────────
問いの変容
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　津田忠雄　　
───────────────────────────────────────── 

悩みはじめると、人は明確な答えを追い求めます．その追い求める答えは、けっして生き方の明確さ、明瞭さを生み出すものではないのに、すっきりとした答えを求め続けます．しかしながらすっきりとした答えは、自分の心の裡にあるのではなく、他者の心の裡に多くのものを求めてしまいます．そして他者を求めながらも、いつの間にか他者との関係を切ることを願い、大切な他者を切ってしまうことになります．

こんなことを思っていたところ、徳田完二の言葉に出会いました．
『心理療法とは、クライアントにとって自分の問いに最終的な答えが与えられることではなく、自分一人の力ではどうにもならない問いが自分の力でどうにかなりそうな問いに変化すること、すなわち、「答えの獲得」ではなく、「問いの変容」を目的としたものだと言えるのではないだろうか』（徳田完二）
　
　こころ悩む相談者は、「答えの獲得」と求めます．しかしながら、カウンセリングルームで起こっていることは、「こんな考え方もある」「こんなこともできるのだ・・・」「こんな私もいるのだ・・・」と少しずつ、あるいは長い時を経て、突然、何かに気づくことがあります．まさに、時の中で、何かが熟成されます．そんな時、抱えもつ問いへの質的変化が確実に起こっているようにも感じます．このことは、別にカウンセリングルームだけで起こっているのではなく、私たちが指導するアスリートとの関わりの中でも実感できることです．例えば、大きな試合で実力を発揮できないアスリートが、試合、練習を幾度となく経験する中で、留まることなく試行錯誤しながら、次第に何かが熟成され、真の実力を備えるようになるものです．そこにはたゆむことのない自分自身への問いかけがあり、その問いそのものが質的な変化を起こしています．自己への問いは、大きなエネルギーを必要とするもので、支援するコーチ・監督とともに、自己のあり方の出口や入り口を模索するものです．

一方、明確な「答えの獲得」の背景には、自分でも気づくことのない不安とこころの危うさが潜んでいるようにも思います．
ある時、卒業生の○○さんが再就職の件で相談にきました．時折、届くたよりは、職場での人事異動に対する不満や、人間関係の相談であり、時間が許される限り、相談にのっていました．
半年ほどのブランクがあったでしょうか、電話が入り、突然、研究室を訪ねてきました．○○さんは、自分の生き方について明確な答えを獲得していました．その変わり様は驚くほどで、以前のようにおずおずとしたところはなく、明確に理路整然と言葉を投げかけてくるのでした．しかし、それはあまりにも偏ったとしかいいようのない反社会的な物語に翻弄されたものでした．さまざまなパンフレットを見せつつ、○○さんは、よどみなく、雄弁に語りかけます．「私が紹介する○○商品はすばらしい．きっと多くの人もそう思う．思わない人はいないと思う．私はこれを販売し、世の中に本来役立ちたい、そして私自身の生活も豊かにできるし、経済的にも安定する．きっとできると思う．先生も買って頂けますね」と繰り返し、繰り返し、商品の販売を、自分の幸せ感と重ね合わせながら、語り続けました．今の職場を去って、新しい事業をするという．一点の曇りもない、自信に満ちた言葉がはき出されます．きっとまったく知らない人が聞けば、生き生きをした説得力のある言葉であるのかもしれません．

ゼミの受講生であった時も、就職を決めるときも、揺れながらも自分を失うことなく、自分自身をしっかり見つめていました．しかし、今、語られる言葉は、宙を舞うがごとく、私には生きた言葉として届くことがなく、私のこころを揺り動かす言葉ではありませんでした．妙な違和感だけが残りました．その妙な違和感は、きっと他者から譲り受けた言葉であったためでしょう．他者の言葉だけに明確があります．しかしながら、その言葉は、○○さんのこころの何かを埋める続ける言葉のようにも受け取れ、時には○○さんのこころの悲鳴として、飛び込んできました．

ある職業を選択することが悪いということではありません．自分の選択でありながら、他者の物語、社会の物語に翻弄され、巻き込まれていることに気づくことなく、その選択が唯一正しいと思うとき、そこには動かぬ＜こころ＞動かぬ＜からだ＞を作ってしまうことがあります．そんな彼らと会話するとき、何故かしら、寂寞とした思いにとらわれます．

偏った強固ともいえる明確な「答えの獲得」は、○○さんの生き生きとした表情や言動を奪ってしまいました．不安であるがゆえに強固な「答えの獲得」は自分自身をある意味で守ることができます．例え、それが偏ったものであっても、あるいは偏っているからこそ、自分の身をしっかり守ることができるという思いがそこにあります．しかし、それは堅固なものではありません．もろく、崩れやすいものです．このことは、第三者がいうことであり、当人にとってみれば、まったく逆のことであり、答えの獲得は、自分を支える武器にもなります．答えがシンプルであればあるほど、明確に自分を保障し、保護することができると思うことができます．そして、それは他者とのかかわりのなかで、確認することができれば、よりこころは強化されます．

何年後かに会った○○さん、当時をふり返り、「あの時期は、なぜかしら、揺れる自分が嫌で何かを確信して、生きていることを実感したかった．また、ちょうど、その時にであった人との影響もあります」と言葉少なめに語ります．今は、田舎に住み、有機栽培を中心とした農作に従事し、ゆったりとした時間の中で自然とともに、自分を「問い」続ける生活をしています．

「問いの変容」は、新たな行動の中で揺れ動き、新たな行動の変容として歩み続けるかも知れません．


──────────────────────────────────────────────────
【４】事務局だより 
─────────────────────────────────────────
年が明けてしまい、忙しさの中にいます．
今回は、例会の抄録とは別に大学院生に「私の研究」というテーマで書いていただきました．忘年会の中で、何人かの院生と会話を楽しんでいる時にふっと思いついたことです．
院生と先生方のお話をそばで拝見していると、ほんとうに先生方のちょっとした言葉を心待ちにしているという印象を持ちます．ひとつの言葉からさまざまにイメージがふくらみ、知を刺激します．
例会に関するご希望、ご意見、あるいは体育心理学、スポーツ心理学に関する情報提供などは、以下の連絡先までお願い申し上げます．
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世話人　津田忠雄
〒577-8502 東大阪市小若江３－４－１
近畿大学健康スポーツ教育センター
TEL:　06-6721-2332　内線 3159
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